
一
般
社
団
法
人
宿
泊
施
設
関
連
協
会

会
　
長
　
林
　
　
悦
男

一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

代
表
理
事
　
近
浪
　
弘
武

公
益
財
団
法
人
全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会

理
事
長
　
岩
瀨
　
正
司

公
益
財
団
法
人
日
本
修
学
旅
行
協
会

理
事
長
　
竹
内
　
秀
一

一
般
社
団
法
人
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会

会
　
長
　
安
田
　
眞
一

公
益
社
団
法
人
国
際
観
光
施
設
協
会

会
　
長
　
鈴
木
　
　
裕

一
般
社
団
法
人
全
国
旅
行
業
協
会

会
　
長
　
二
階
　
俊
博

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会

会
　
長
　
田
川
　
博
己

一
般
社
団
法
人
日
本
温
泉
協
会

会
　
長
　
笹
本
　
森
雄

一
般
社
団
法
人
日
本
ホ
テ
ル
協
会

会
　
長
　
小
林
　
　
節

一
般
社
団
法
人
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連
盟

会
　
長
　
清
水
　
嗣
能

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
館
協
会

会
　
長
　
北
原
　
茂
樹

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

会
　
長
　
多
田
　
計
介

（
順
不
同
）

週刊祝 「観光経済新聞」創刊号 祝

報
道
の
使
命
を
果
た
し
、観
光
業
界
に
貢
献

創
刊

号
に
寄
せ
て

観
光
経
済
新
聞
社
社
長

積
田
　

朋
子

特集第１号
◎主な内容◎

創
刊

号
、こ
れ
か
ら
も
観
光
業
界
と
と
も
に

日 中 韓
観光相会合

観
光
活
性
化
で
合
意

日
韓
会
談
も
交
流
重
視
で
一
致

（１） 第３０００号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１９年（令和元年）９月７日（土曜日） （毎週土曜日発行）

　
小
社
は
こ
こ
に
、
創
刊
３
千
号
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
観
光

業
界
の
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

３
千
号
の
紙
齢
を
刻
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
読
者
の

皆
さ
ま
の
支
持
に
よ
る
も
の
で
、
ま

ず
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
読
者
は
情
報
の
受
信
者
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
発
信
者
で
あ
り
、
共

感
者
で
あ
り
、
助
言
者
で
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
優
れ
た
読
者
に
恵
ま
れ

た
こ
と
が
今
日
に
至
っ
た
こ
と
で
あ

る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
小
社
は
１
９
５
０
年（
昭
和

年
）

に
創
業
し
、
創
刊
千
号
（

年

月


日
号
）
、
１
５
０
０
号
（

年


月
３
日
号
）
、
２
千
号
（

年
６
月


日
号
）
、
２
５
０
０
号
（

年
１

月

日
号
）
と
発
行
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
新
聞
事
業
は
報
道
機
関
と
し
て
社

会
性
を
踏
ま
え
る
と
同
時
に
、
適
正

な
利
益
を
求
め
な
が
ら
、
持
続
し
発

展
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
力

で
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
た
め
に

は
、
読
者
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
多
く
の
読
者
を

背
景
に
、
世
論
を
形
成
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
聞
社
は
社
会
的
評

価
の
割
に
企
業
と
し
て
見
た
場
合
、

規
模
が
小
さ
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
業
界
の
中
で
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
と
い
う
点
で
は
基
幹
産
業
に

決
し
て
劣
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
専

門
紙
が
業
界
の
財
産
と
し
て
、
そ
の

力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
そ
の
鍵
は
読
者
の
支
持

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

年
（
平
成

年
）
５
月
、
「
観

光
立
国
の
実
現
」
に
情
熱
を
傾
け
た

江
口
恒
明
社
長
が
逝
去
し
、
経
営
を

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
会
社

の
か
じ
取
り
は
苦
悩
の
連
続
で
し
た

が
、
多
く
の
方
々
の
励
ま
し
で
、
こ

う
し
て
３
千
号
を
迎
え
、
今
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
江
口
前
社
長
は

年
（
昭
和


年
）
、
編
集
長
と
し
て
現
在
の
観
光

経
済
新
聞
社（
当
時
＝
旅
館
新
聞
社
）

に
入
社
し
、専
務
を
経
て

年
４
月
、

社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
の
な
い
観
光
分
野
の
報
道
機
関

と
し
て
、
倫
理
性
を
保
ち
、
あ
く
ま

で
も
自
主
運
営
を
模
索
し
つ
つ
新
聞

を
発
行
。
若
さ
と
人
一
倍
の
健
康
体

を
駆
使
し
、
ま
た
生
粋
の
軍
人
だ
っ

た
御
父
上
の
「
や
る
と
思
っ
た
ら
と

こ
と
ん
や
れ
、
信
念
を
貫
き
通
せ
」

と
い
う
一
貫
し
た
精
神
教
育
に
沿

い
、
観
光
業
界
の
真
の
ト
ッ
プ
紙
を

目
指
し
、
抜
本
的
な
経
営
改
革
、
紙

面
刷
新
を
断
行
し
ま
し
た
。

　
旅
館
業
界
の
悲
願
だ
っ
た
特
別
地

方
消
費
税
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
業
界

一
丸
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
、
運
動
資
金
集
め
に
寄
与
し
、


年
度
の
撤
廃
に
持
ち
込
み
業
界
専

門
紙
と
し
て
の
地
位
を
確
個
た
る
も

の
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、小
紙
コ
ラ
ム「
観
光
指
針
」

と
と
も
に
、
署
名
入
り
の
「
い
ま
業

界
の
中
で
」
は
多
く
の
読
者
の
支
持

を
得
、
実
に
連
載
１
１
７
７
回
を
数

え
、
「
是
」
は
「
是
」
、
「
非
」
は

「
非
」
の
姿
勢
を
貫
き
、
観
光
業
界

発
展
の
た
め
に
健
筆
を
ふ
る
い
ま
し

た
。

　
国
内
旅
行
市
場
活
性
化
の
た
め
に

は
、
旅
行
業
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
真

の
一
体
感
が
欠
か
せ
な
い
と
の
信
念

の
も
と
、
過
剰
な
手
数
料
で
旅
館
に

圧
力
を
か
け
る
旅
行
業
に
は
痛
烈
な

論
調
を
展
開
し
、
旅
館
業
界
の
声
な

き
声
を
代
弁
し
、
ま
た
一
方
で
、
旅

行
業
の
存
在
も
高
く
評
価
し
、
現
在

も
続
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
日
本
旅
行
、

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
大
手
旅
行

業
４
社
の
ト
ッ
プ
を
集
め
た
新
年
号

掲
載
の
座
談
会
は
、
故
人
な
く
し
て

は
実
現
し
な
か
っ
た
企
画
だ
と
思
い

ま
す
。

　
弊
社
主
催
、
観
光
関
連
８
団
体
と

観
光
庁
が
後
援
す
る
「
に
っ
ぽ
ん
の

温
泉
１
０
０
選
」
「
人
気
温
泉
旅
館

ホ
テ
ル
２
５
０
選
」
は
特
筆
す
べ
き

事
業
で
あ
り
、
温
泉
地
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
大
い
に
貢
献

し
た
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
が
「
観
光
立
国
」
の
実
現
へ

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
示
す
中
、
そ
れ

を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
二
階

俊
博
衆
院
議
員
（
自
民
党
幹
事
長
）

で
す
。
江
口
前
社
長
は

年
、
当
時

運
輸
政
務
次
官
だ
っ
た
二
階
氏
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
場
で
意
気
投

合
。
以
後
、
政
治
家
と
マ
ス
コ
ミ
と

い
う
立
場
を
超
え
て
観
光
立
国
へ
二

人
三
脚
で
邁
進

ま
い
し
ん

し
、

年
に
観
光
業

界
の
悲
願
だ
っ
た
観
光
庁
創
設
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

年
、
小
泉
首
相
（
当
時
）
の
主

導
で
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、


年
は
観
光
立
国
実
現
を
目
指
し
た

「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」が
成
立
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
拡
大
が
国
の

方
針
に
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
で
そ
の
数
は
伸

び
悩
み
ま
し
た
が
、

年
に
安
倍
政

権
の
も
と
、
観
光
が
国
の
成
長
戦
略

の
柱
に
掲
げ
ら
れ
、
査
証
（
ビ
ザ
）

の
緩
和
、
免
税
品
の
免
税
範
囲
の
拡

充
と
手
続
き
の
簡
素
化
が
進
み
、


年
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
３
１

１
９
万
人
と
な
り
、
旅
行
消
費
額
も

４
兆
５
千
億
円
と
日
本
経
済
を
け
ん

引
。
今
、
観
光
は
地
方
創
生
の
切
り

札
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

小
社
は
こ
れ
を
契
機
に
、
地
方
創
生

に
向
け
て
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢

に
一
層
磨
き
を
か
け
る
よ
う
紙
面
で

啓
蒙
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
新
し
い
潮

流
が
台
頭
す
る
中
、
小
社
も
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
ハ
ー
ド
ル

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
求
め
ら
れ
る
の
は
「
新
聞
力
」
の

強
化
で
す
。真
実
を
掘
り
起
こ
す
力
、

解
説
力
、
提
案
力
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
は
も
の
ご
と
を
大
き
な
視
野
で
捉

え
る
と
と
も
に
、
読
者
目
線
が
必
要

で
す
。

　
「
ネ
ッ
ト
革
命
」
に
よ
り
、
新
聞

社
も
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら

の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
「
新
聞
と
ネ
ッ
ト
の
共
存
、

融
合
」
で
す
。
小
社
は
新
た
な
媒
体

と
し
て
「
電
子
新
聞
」
と
「
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」
を
発
行
・
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
新
聞
の
強
み
と
ネ
ッ

ト
の
強
み
を
融
合
さ
せ
た
、
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

　
小
社
は
こ
の
、
創
刊
３
千
号
と
い

う
大
き
な
節
目
に
、
報
道
の
使
命
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
観

光
業
界
発
展
の
た
め
に
重
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　☆３面…「真の観光立国実現
に向けて」二階俊博自民党幹事
長インタビュー
　☆５面…「専門新聞の役割と
今後」
　☆７・９・・・・・
・・・・面…「これ
からの観光経済新聞に望む」観
光業界トップ・識者のコメント

　
観
光
経
済
新
聞
が
創
刊
３
千
号
を
迎
え
た
。
１
９
５
０
年
（
昭
和

年
）
の
創
刊
以
来
、
観
光
業
界
の
発
展
に
寄

与
す
る
紙
面
作
り
に
努
め
、
今
後
も
そ
の
方
針
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
社
の
過
去
の
節
目
の
新
聞
か
ら
、
観
光

業
界
の
歴
史
の
一
端
を
眺
め
て
み
る
。

記念号など本紙のバックナンバー。
観光業界の歴史が読み取れる

　
本
紙
の
創
刊
号
は
残
念
な

が
ら
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最

も
古
い
節
目
の
新
聞
は
１
９

６
３
年
（
昭
和

年
）
９
月


日
付
の
創
刊
４
０
０
号
だ

っ
た
。
１
面
ト
ッ
プ
は
「
四

団
体
対
税
問
題
検
討
」
「
業

界
三
首
脳
動
く
」
の
見
出
し

で
政
府
税
制
調
査
会
、
自
民

党
政
調
会
に
対
す
る
宿
泊
団

体
の
税
制
改
正
要
望
を
伝
え

て
い
る
。

　
創
刊
千
号
は
１
９
７
６
年

（
昭
和

年
）
月

日
付
。

１
面
ト
ッ
プ
の
見
出
し
は

「
正
月
客
　
格
差
あ
る
が
ま

ず
ま
ず
」
「
温
泉
地
は
よ
く

入
る
」
。
日
本
交
通
公
社

（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
の
電
算
仕
入

れ
客
室
の
消
化
率
と
本
社
の

取
材
か
ら
全
国
主
要
温
泉
地

の
正
月
の
入
り
込
み（
予
約
）

状
況
を
分
析
し
て
い
る
。

　
「
東
北
で
は
、
蔵
王
が
４

日
間
満
員
な
の
は
ス
キ
ー
客

で
、
こ
れ
は
例
年
の
こ
と
」

「
関
東
で
は
、
や
は
り
ス
キ

ー
場
の
あ
る
草
津
、
万
座
な

ど
が
フ
ル
稼
働
」
と
、
当
時

の
ス
キ
ー
人
気
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
る
記
事
と
な
っ
て

い
る
。

　
１
９
８
１
年（
昭
和

年
）


月

日
付
は
創
刊

周
年

記
念
号
。
１
面
で
「
公
営
宿

泊
施
設『
建
設
は
不
適
当
』」

と
の
見
出
し
で
、
政
府
の
第

二
次
臨
時
行
政
調
査
会
で
公

営
宿
泊
施
設
建
設
に
対
す
る

批
判
の
声
が
出
た
こ
と
を
取

り
上
げ
た
。
民
業
を
圧
迫
す

る
公
営
宿
泊
施
設
問
題
は
そ

の
後
も
長
く
業
界
内
で
議
論

さ
れ
て
い
る
。

　
同
号
で
は
「
創
刊

周
年

記
念
論
文
」
の
優
秀
賞
を
発

表
。
山
形
県
か
み
の
や
ま
温

泉
「
日
本
の
宿
　
古
窯
」
の

佐
藤
洋
詩
恵
社
長
（
当
時
常

務
）
ら
が
入
選
し
て
い
る
。

　
創
刊
１
５
０
０
号
は
１
９

８
７
年
（
昭
和

年
）

月

３
日
付
。
同
記
念
号
は
翌
週

ま
で
２
週
に
わ
た
り
発
行
し

て
い
る
。
１
面
に
江
口
恒
明

本
社
社
長
（
当
時
）
の
「
創

刊
１
５
０
０
号
に
寄
せ
て
」

と
題
し
た
あ
い
さ
つ
文
と
、

本
社
主
催
「
に
っ
ぽ
ん
の
温

泉
１
０
０
選
」
の
第
１
回
投

票
結
果
を
掲
載
。
今
年
、
第


回
を
数
え
る
温
泉
１
０
０

選
の
第
１
回
１
位
は
和
倉

（
石
川
県
）
、
２
位
は
雲
仙

（
長
崎
県
）
、
３
位
は
指
宿

（
鹿
児
島
県
）
だ
っ
た
。
投

票
葉
書
の
回
収
枚
数
は
３
３

３
６
枚
。
１
枚
の
葉
書
に
温

泉
地
５
カ
所
ま
で
記
入
で

き
、
総
投
票
数
は
１
万
４
４

３
８
票
だ
っ
た
。
ち
な
み
に

直
近
の
第

回
は
回
収
枚
数

８
３
３
７
枚
、
総
投
票
数
２

万
１
６
４
９
票
と
、
と
も
に

第
１
回
を
大
き
く
上
回
る
。

　
１
５
０
０
号
記
念
特
集
第

２
号（
１
５
０
１
号
）で
は
、

Ｊ
Ｒ
発
足
に
伴
い
設
立
さ
れ

た
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅
館

連
盟
（
現
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協

定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
）
の

〝
実
質
的
な
創
立
総
会
〟
と

な
る
昭
和

年
度
通
常
総
会

を
取
り
上
げ
た
。
初
代
会
長

に
石
島
惟
秀
氏
（
栃
木
県
・

一
柳
閣
本
館
）
が
就
任
。
旧

国
鉄
と
関
係
が
深
い
日
本
観

光
旅
館
連
盟
か
ら
５
氏
が
副

会
長
に
就
任
し
、
「
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
の
旅
行
業
展
開
に

〝
受
け
皿
〟
が
整
っ
た
」
と

解
説
し
て
い
る
。

　
時
代
が
平
成
に
移
っ
た
１

９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
の

８
月
４
日
付
は
創
刊

周
年

特
集
号
。
１
面
で
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
連
事
業
が
、
人
身
事
故
で

１
人
当
た
り
の
最
高
限
度
額

を
２
億
円
と
す
る
超
大
型
タ

イ
プ
の
旅
館
賠
償
責
任
保
険

を
開
発
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
「
公
旅
連
（
現
Ｊ
Ｔ

Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
）

会
員
か
ら
人
身
事
故
の
補
償

限
度
額
ア
ッ
プ
を
求
め
る
強

い
要
望
が
相
次
い
だ
た
め
、

こ
れ
に
応
え
る
も
の
」
と
、

当
時
の
担
当
者
が
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

　

周
年
特
集
号
は
３
週
に

わ
た
り
発
行
し
た
。
第
２
号

で
は
全
国
旅
館
環
境
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
＝

現
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
）会
長
、

自
民
党
観
光
産
業
振
興
議
員

連
盟
（
観
議
連
）
幹
事
長
を

務
め
た
、
当
時
農
林
水
産
相

の
山
本
富
雄
氏
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
。
山
本
氏
は
「
観
光
と

産
業
を
結
び
付
け
て
各
県
が

『
観
光
立
県
宣
言
』
を
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。
特
集
第

３
号
で
は
本
社

周
年
記
念

論
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作

決
定
を
報
じ
た
。

　
１
９
９
８
年（
平
成

年
）

６
月

日
付
は
創
刊
２
千

号
。
１
面
で
は
本
社
が
当
時

掲
げ
て
い
た
業
界
の
テ
ー
マ

「

世
紀
へ
観
光
立
国
宣
言

の
推
進
を
」「
低
価
格
時
代
、

経
営
再
構
築
を
推
進
し
よ

う
」
「
旅
行
業
と
旅
館
・
ホ

テ
ル
の
真
の
一
体
感
を
」

「
公
営
宿
泊
施
設
の
民
業
圧

迫
を
阻
止
し
よ
う
」
を
そ
れ

ぞ
れ
解
説
。
３
面
で
は
当
時

の
観
議
連
会
長
で
前
大
蔵
大

臣
の
三
塚
博
氏
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
。

　
２
０
０
９
年（
平
成

年
）

１
月

日
付
の
創
刊
２
５
０

０
号
記
念
特
集
で
は
、
「
宿

泊
需
要
を
掘
り
起
こ
せ
」
の

見
出
し
で
、
宿
泊
観
光
旅
行

の
低
迷
が
叫
ば
れ
る
中
、
変

則
的
な
１
泊
２
食
型
の
宿
泊

プ
ラ
ン
提
案
な
ど
、
新
た
な

需
要
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組

む
各
地
の
事
例
を
伝
え
て
い

る
。

　
本
紙
が
４
千
号
を
迎
え
る

の
は

年
後
の
２
０
４
０
年

（
令
和

年
）
。
そ
の
こ
ろ

な
ど
ん
な
業
界
地
図
が
描
か

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

日
中
韓
の
観
光
担
当
相
が
共

同
宣
言
に
署
名
し
た
（
写
真

提
供
・
観
光
庁
）

　
日
中
韓
の
観
光
担
当
相
会

合
が
８
月

日
、
韓
国
・
仁

川
で
開
か
れ
た
。
３
カ
国
の

担
当
相
は
「
日
中
韓
国
民
の

相
互
信
頼
を
深
め
る
活
発
な

観
光
交
流
」
を
推
進
す
る
共

同
宣
言
に
署
名
し
た
。
日
韓

関
係
が
悪
化
す
る
中
、
併
せ

て
行
わ
れ
た
日
韓
の
担
当
相

会
談
で
は
、
両
国
の
観
光
交

流
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

で
意
見
が
一
致
し
た
。

　
日
本
の
石
井
啓
一
国
土
交

通
相
、
中
国
の
雒
樹
剛
（
ラ

ク
・
ジ
ュ
ゴ
ウ
）
文
化
旅
游

部
長
、
韓
国
の
朴
良
雨
（
パ

ク
・
ヤ
ン
ウ
）
文
化
体
育
観

光
部
長
官
が
出
席
し
た
。

　
日
中
韓
会
合
で
は
、
３
カ

国
の
相
互
交
流
を
３
千
万
人

規
模
に
す
る
目
標
が
２
０
１

８
年
に
達
成
さ
れ
た
こ
と
を

確
認
。
今
後
の
観
光
交
流
の

推
進
で
も
合
意
し
、
地
方
航

空
路
線
の
拡
大
、
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
誰
も
が
安
心
し

て
楽
し
め
る
旅
行
環
境
の
整

備
な
ど
へ
の
努
力
を
共
同
宣

言
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
日
韓
会
談
も
行
わ
れ
、
そ

の
成
果
に
つ
い
て
石
井
国
交

相
は
９
月
３
日
の
会
見
で

「
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

状
況
で
あ
っ
て
も
、
両
国
間

の
信
頼
を
基
に
し
た
観
光
交

流
は
重
要
と
の
認
識
で
一
致

し
た
」
と
述
べ
、
双
方
向
交

流
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
お
知
ら
せ
　
次
号
は
創
刊

３
千
号
特
集
第
２
号
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　
観
光
経
済
新
聞
社

　
小
紙
が
今
号
で

創
刊
３
千
号
を
迎

え
た
。
今
日
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
、

ひ
と
え
に
読
者
の

皆
さ
ま
の
支
持
に

よ
る
も
の
で
、
こ
の
場
を
借

り
て
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
▼
関
係
す
る
多
く
の

方
々
か
ら
、
「
こ
れ
か
ら
の

週
刊
観
光
経
済
新
聞
に
望

む
」
を
テ
ー
マ
に
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
。
観
光
業
界

唯
一
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
紙
と
し

て
、
業
界
全
体
を
力
強
く
け

ん
引
し
て
ほ
し
い
と
、
期
待

す
る
声
が
想
像
以
上
に
多
か

っ
た
。
社
員
全
員
が
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
ね
ば
と
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
▼
か
つ
て
観
光
は
「
遊

び
」
と
捉
え
ら
れ
、
行
政
も

さ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
な
か

っ
た
。
「
日
本
の
基
幹
産
業

は
製
造
業
。
観
光
が
基
幹
産

業
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な

い
」
と
、
あ
る
観
光
団
体
の

ト
ッ
プ
が
公
言
し
て
い
た
ほ

ど
だ
。
状
況
が
一
変
し
た
の

は
２
０
０
０
年
代
初
頭
。


年
、
当
時
の
小
泉
首
相
が
施

政
方
針
演
説
で
「

年
に
訪

日
外
国
人
旅
行
者
を
倍
増
の

１
千
万
人
に
」
と
発
言
。
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
を
皮
切
り
に
、
観
光
立

国
推
進
基
本
法
の
策
定
、
観

光
庁
の
設
置
と
、
観
光
振
興

へ
の
施
策
が
矢
継
ぎ
早
に
展

開
さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り

だ
。
も
は
や
観
光
は
国
の
成

長
を
支
え
る
最
も
重
要
な
産

業
の
一
つ
に
な
っ
た
▼
人
手

不
足
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
い
。
小
紙
は
読
者
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

問
題
解
決
、
観
光
業
界
の
発

展
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

ま
い
進
し
た
い
。
引
き
続
き

の
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
【
Ｍ
・
Ａ
】




